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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第69期
第２四半期
累計期間

第70期
第２四半期
累計期間

第69期
第２四半期
会計期間

第70期
第２四半期
会計期間

第69期

会計期間

自　平成20年
　　４月１日
至　平成20年
　　９月30日

自　平成21年
　　４月１日
至　平成21年
　　９月30日

自　平成20年
　　７月１日
至　平成20年
　　９月30日

自　平成21年
　　７月１日
至　平成21年
　　９月30日

自　平成20年
　　４月１日
至　平成21年
　　３月31日

売上高 (千円) 17,370,58218,802,31310,143,70211,244,69449,327,499

経常利益 (千円) 442,633 183,910 624,714 464,9242,598,108

四半期（当期）純利益 (千円) 231,972 88,552 344,420 272,0921,354,039

持分法を適用した
場合の投資利益

(千円) ─ ─ ─ ─ ─

資本金 (千円) ─ ─ 1,730,0001,730,0001,730,000

発行済株式総数 (株) ─ ─ 19,722,02719,722,02719,722,027

純資産額 (千円) ─ ─ 17,751,13618,770,74318,808,420

総資産額 (千円) ─ ─ 29,828,00429,876,47332,757,866

１株当たり純資産額 (円) ─ ─ 918.32 971.59 973.33

１株当たり四半期
（当期）純利益金額

(円) 12.00 4.58 17.82 14.08 70.05

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ─ ─ ─ ─ ─

１株当たり配当額 (円) ─ ─ ─ ─ 9.00

自己資本比率 (％) ─ ─ 59.5 62.8 57.4

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △1,048,587△378,559 ─ ─ 914,767

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △313,530△613,851 ─ ─ △619,839

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △136,191△175,593 ─ ─ △138,718

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ─ ─ 3,275,4213,761,9354,929,940

従業員数 (名) ─ ─ 1,370 1,372 1,357

(注) １　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　持分法を適用した場合の投資利益については、損益等からみて重要性の乏しい関連会社のみであるため記載を

省略しております。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載をしており

ません。

４　従業員数は、就業人員を表示しております。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業

の内容に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第２四半期会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

提出会社の状況

平成21年９月30日現在

従業員数(名) 1,372

(注) 従業員は就業人員であります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 受注実績

区分

前第２四半期会計期間
(自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日)

（千円）

当第２四半期会計期間
(自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日)

（千円）

前年同四半期増減率
（％）

設備工事業 11,905,224 10,966,668 △7.9

兼業事業 626,281 661,006 5.5

合計 12,531,505 11,627,675 △7.2

　

(2) 売上実績

区分

前第２四半期会計期間
(自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日)

（千円）

当第２四半期会計期間
(自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日)

（千円）

前年同四半期増減率
（％）

設備工事業 7,953,983 8,994,568 13.1

兼業事業 2,189,719 2,250,125 2.8

合計 10,143,702 11,244,694 10.9

(注) １　当社では、生産実績を定義することが困難であるため、「生産の状況」は記載しておりません。

２　売上高総額に対する割合が百分の十以上の相手先の完成工事高及び兼業事業売上高とその割合は次のとおり

です。

　

期別 相手先
完成工事高 兼業事業売上高 合計

金額（千円） 割合(%) 金額（千円） 割合(%) 金額（千円） 割合(%)

前第２四半期会計期間
(自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日)

北海道電力
株式会社

6,305,90579.31,897,22386.68,203,12980.9

当第２四半期会計期間
(自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日)

北海道電力
株式会社

7,469,68283.01,888,78683.99,358,46983.2
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なお、参考のために設備工事業の状況は次のとおりです。

　

①受注工事高、完成工事高、繰越工事高及び施工高

期別
工事
種類別

期首繰越
工事高
(千円)

期中受注
工事高
(千円)

計
(千円)

期中完成
工事高
(千円)

期末繰越工事高
期中施工高
(千円)手持工事高

(千円)
うち施工高
(％、千円)

前第２四半期会計期間
(自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日)

配電線
工事

6,163,6847,547,34713,711,0315,697,7318,013,29925.42,031,7836,177,549

屋内配線
工事

4,249,0741,488,7675,737,841617,1425,120,69925.31,295,3331,323,334

通信工事 928,057844,3651,772,422866,472905,95051.6 467,512956,233

その他
工事

3,029,2352,024,7445,053,980772,6364,281,34450.22,149,2781,876,904

計 14,370,05111,905,22426,275,2767,953,98318,321,29332.45,943,90810,334,021

当第２四半期会計期間
(自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日)

配電線
工事

6,716,6457,554,85314,271,4985,942,5678,328,93023.21,932,1446,357,340

屋内配線
工事

3,512,547754,7454,267,293552,8933,714,40026.0 964,7311,028,474

通信工事 908,881807,9351,716,816709,4671,007,34825.1 252,432804,661

その他
工事

2,805,9361,849,1344,655,0701,789,6402,865,43031.9 915,3721,651,256

計 13,944,01010,966,66824,910,6788,994,56815,916,11025.54,064,6819,841,733

(注) １　前事業年度以前に受注した工事で、契約の更改により請負金額に増減がある場合は、期中受注工事高にその増

減額を含めております。したがいまして、期中完成工事高にも係る増減額が含まれております。

２　期末繰越工事高の施工高は、支出金により手持工事高の施工高を推定したものであります。

３　期中施工高は（期中完成工事高＋期末繰越施工高－前期末繰越施工高）に一致しております。

　

②完成工事高

期別 区分
北海道電力
株式会社
(千円)

官公庁
(千円)

一般民間
(千円)

合計
(千円)

前第２四半期会計期間
(自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日)

配電線工事 5,567,6591,088 128,9835,697,731

屋内配線工事 4,522 101,742510,878617,142

通信工事 81,877 2,448 782,146866,472

その他工事 651,846 620 120,169772,636

計 6,305,905105,8981,542,1787,953,983

当第２四半期会計期間
(自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日)

配電線工事 5,836,2971,612 104,6575,942,567

屋内配線工事 35,741142,233374,918552,893

通信工事 71,957 28,374609,135709,467

その他工事 1,525,686 200 263,7541,789,640

計 7,469,682172,4201,352,4668,994,568

(注)　完成工事のうち主なものは次のとおりであります。

　前第２四半期会計期間　請負金額１億円以上の主なもの

北海道電力㈱ ・御崎線および日鋼線電力線張替

鹿島建設㈱ ・日本生命北門館ビル改修電気設備工事

　当第２四半期会計期間　請負金額１億円以上の主なもの

大日本印刷㈱ ・ＤＮＰ北海道特別高圧受変電設備工事計画

北海道電力㈱ ・中標津線電線張替（2期工事）

北海道電力㈱ ・はまなす地中線新設のうち管路工事（2工区）

北海道電力㈱ ・釧路北線鉄塔建替

前田建設工業㈱ ・(仮称)白石南郷通計画（機械設備）
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③手持工事高（平成21年９月30日現在）

区分
北海道電力株式会社

(千円)
官公庁
(千円)

一般民間
(千円)

合計
(千円)

配電線工事 7,988,223 430 340,276 8,328,930

屋内配線工事 235,402 1,868,905 1,610,093 3,714,400

通信工事 144,066 225,368 637,913 1,007,348

その他工事 2,300,482 123,883 441,064 2,865,430

計 10,668,1742,218,587 3,029,34815,916,110

(注)　手持工事のうち請負金額２億円以上の主なものは次のとおりであります。

北海道開発局 ・小樽地方合同庁舎新営０７電気設備（電力）工事 平成22年３月完成予定

大成建設㈱ ・はまなす複合施設電気設備工事 平成21年12月完成予定

鹿島・宮坂・荒井JV・新千歳空港国際線旅客ターミナル新築工事 平成22年１月完成予定

室蘭開発建設部
・一般国道２７４号日高町新清見トンネル照明防災
設備外一連工事

平成22年２月完成予定

西松建設㈱ ・(仮称)発寒南計画新築工事 平成21年12月完成予定
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２ 【事業等のリスク】

当第２四半期会計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動また

は、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等は行っておりません。

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　

　　文中の将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当社が判断したものであります。

　

(1) 経営成績の分析

当第２四半期会計期間におけるわが国の景気は、一部に持ち直しの動きがみられるものの、厳しい企業

収益状況を背景に設備投資が減少しています。北海道の景気についても住宅投資、設備投資が大幅に減少

し、民間工事の激しい受注・価格競争が続くなど、当社を取り巻く経営環境は極めて厳しい状況にありま

す。

このような環境のなかで、当社は全社をあげて営業活動を強力に展開するとともに、業務の効率化に努

めているところです。

当第２四半期会計期間の業績は、「工事契約に関する会計基準」の適用による影響などから前年に比

べ売上高は増加したものの、民間工事の激しい受注・価格競争が続くなかで、工事利益率が低下したこと

などから、受注高１１６億２７百万円（前年同四半期比７．２％減）、売上高１１２億４４百万円（前年

同四半期比１０．９％増）、営業利益４億２９百万円（前年同四半期比２４．４％減）、経常利益４億６

４百万円（前年同四半期比２５．６％減）、四半期純利益２億７２百万円（前年同四半期比２１．０％

減）となりました。

　

（設備工事業）

設備工事業においては、「工事契約に関する会計基準」の適用による影響などから前年に比べ売上

高は増加したものの、民間工事の激しい受注・価格競争が続くなかで、工事利益率が低下したことなど

から売上高は８９億９４百万円（前年同四半期比１３．１％増）、売上総利益は５億７１百万円（前

年同四半期比１５．４％減）となりました。

　

（兼業事業）

主に北海道電力株式会社から送電線・変電所等の保守業務を受託しております。

売上高は２２億５０百万円（前年同四半期比２．８％増）、売上総利益は２億６９百万円（前年同

四半期比１２．６％減）となりました。

　

(2) 財政状態の分析

当第２四半期末における総資産は、未成工事支出金は増加したものの、売上債権の回収に伴う受取手形

・完成工事未収入金の減少等により、前事業年度末に比べ、２８億８１百万円の減少し、２９８億７６百

万円となりました。
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負債合計は、仕入債務の決済による支払手形・工事未払金の減少や、税金の納付等により、前事業年度

末に比べ、２８億４３百万円減少し、１１１億５百万円となりました。

純資産合計は、四半期純利益の計上による増加はあったものの、配当金の支払い等により、前事業年度

末に比べ３７百万円減少し、１８７億７０百万円となりました。

この結果、自己資本比率は前事業年度末に比べ５．４ポイント増加し６２．８％となりました。

　

(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という　。）は、３７億６１百万

円となり、前年同四半期会計期間末に比べ４億８６百万円（１４．９％）の増加となりました。

　

当第２四半期会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりでありま

す。

　

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果使用した資金は、税引前四半期純利益や未払費用の増加等があったものの、売上債権

の増加や未成工事支出金の増加等により、７億３０百万円（前年同四半期会計期間に比べ６７百万円

の減少）となりました。

　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は、有形固定資産の取得や無形固定資産の取得等により１億４５百万

円（前年同四半期会計期間に比べ１億４百万円の増加）となりました。

　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の資金につきましては、大きな増減はありませんでした。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期会計期間において、当提出会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び

新たに生じた課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

当第２四半期会計期間において、特記すべき事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第２四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第２四半期会計期間において、第１四半期会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、除却等に

ついて、重要な変更並びに重要な設備計画の完了はありません。

また、当第２四半期会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 70,000,000

計 70,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成21年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成21年11月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 19,722,02719,722,027札幌証券取引所 単元株式数　1,000株

計 19,722,02719,722,027― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成21年９月30日 ─ 19,722,027 ─ 1,730,000 ─ 2,364,633
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(5) 【大株主の状況】

平成21年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

北海道電力株式会社 北海道札幌市中央区大通東１丁目２ 10,078 51.10

北海電工協力会持株会
北海道札幌市白石区菊水２条１丁目８－２１
北海電気工事内

888 4.50

北海電工従業員持株会 北海道札幌市白石区菊水２条１丁目８－２１ 859 4.36

美和電気工業株式会社
東京都新宿区新宿２丁目８－１　新宿セブン
ビル

284 1.44

株式会社ザイエンス 東京都千代田区丸の内２丁目３－２ 258 1.31

日本トラスティ・サービス信託
銀行株式会社（信託口４）

東京都中央区晴海１丁目８－１１ 164 0.83

株式会社野村商店
東京都千代田区神田須田町２丁目１７　神田
ＩＮビル

161 0.82

石垣電材株式会社 北海道札幌市中央区北６条西１３丁目１ 154 0.79

日本トラスティ・サービス信託
銀行株式会社
（住友信託銀行再信託分・株式
会社ダイヘン退職給付信託
口）

東京都中央区晴海１丁目８－１１ 154 0.78

共和電気工業株式会社 北海道札幌市北区北２３条西９丁目１－１７ 111 0.56

計 ― 13,114 66.50

(注) 　当社は、自己株式402,327株（発行済株式総数に対する所有株式数の割合2.04％）を保有しておりますが、上記の

大株主の状況からは除いております。

　

(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成21年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ─ ― ─

議決権制限株式(自己株式等) ─ ― ─

議決権制限株式(その他) ─ ─ ─

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）

普通株式
402,000

― ─

完全議決権株式(その他) 普通株式
19,059,000

19,059 ─

単元未満株式 普通株式
261,027

― ─

発行済株式総数 19,722,027― ―

総株主の議決権 ― 19,059 ―

(注) １　上記「完全議決権株式（その他）」及び「単元未満株式数」の欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株

式がそれぞれ3,000株（議決権３個）及び400株含まれております。　

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式327株が含まれております。　
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② 【自己株式等】

平成21年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己株式）
北海電気工事株式会社

札幌市白石区菊水２条１
丁目８番21号

402,000 ─ 402,000 2.04

計 ― 402,000 ─ 402,000 2.04

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成21年
４月

　
５月

　
６月

　
７月

　
８月

　
９月

最高(円) 432 420 425 425 409 410

最低(円) 402 401 394 403 405 393

(注)　最高・最低株価は、札幌証券取引所におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１  四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣

府令第63号。以下「四半期財務諸表等規則」という。)の定めるところにより、同規則及び「建設業法施行規

則（昭和24年建設省令第14号）」に準拠して作成しております。

なお、前第２四半期会計期間（平成20年７月１日から平成20年９月30日まで）及び前第２四半期累計期

間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）は、改正前の四半期財務諸表等規則に基づき、当第２四

半期会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び当第２四半期累計期間（平成21年４月

１日から平成21年９月30日まで）は、改正後の四半期財務諸表等規則に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期会計期間（平成20年７月１日

から平成20年９月30日まで）前第２四半期累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係

る四半期財務諸表については、監査法人トーマツにより四半期レビューを受け、また、当第２四半期会計期

間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び当第２四半期累計期間(平成21年４月１日から平

成21年９月30日まで)に係る四半期財務諸表については、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビュー

を受けております。

なお、従来から当社が監査証明を受けている監査法人トーマツは、監査法人の種類の変更により、平成21

年７月１日をもって有限責任監査法人トーマツとなりました。

　

３　四半期連結財務諸表について

「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第64号)第５条第２

項により、当社では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目から見

て、当企業集団の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げない程度

に重要性が乏しいものとして、四半期連結財務諸表は作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期会計期間末
(平成21年９月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金預金 3,961,935 4,929,940

受取手形・完成工事未収入金 5,406,643 9,686,135

未成工事支出金 ※２
 4,442,881 2,343,261

材料貯蔵品 311,344 309,573

その他 716,890 785,547

貸倒引当金 △8,213 △15,775

流動資産合計 14,831,482 18,038,682

固定資産

有形固定資産

建物・構築物（純額） 2,990,075 3,078,323

その他（純額） 3,002,920 2,780,375

有形固定資産合計 ※１
 5,992,995

※１
 5,858,699

無形固定資産 164,911 203,275

投資その他の資産

投資有価証券 7,033,448 6,551,285

その他 1,870,232 2,287,786

貸倒引当金 △16,597 △181,862

投資その他の資産合計 8,887,084 8,657,209

固定資産合計 15,044,991 14,719,183

資産合計 29,876,473 32,757,866

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金 3,579,380 5,063,334

未成工事受入金 1,283,757 1,223,427

工事損失引当金 ※２
 63,180 53,864

その他 1,728,551 3,173,029

流動負債合計 6,654,869 9,513,655

固定負債

退職給付引当金 4,209,840 4,205,653

役員退職慰労引当金 88,946 71,120

その他 152,075 159,017

固定負債合計 4,450,861 4,435,791

負債合計 11,105,730 13,949,446
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（単位：千円）

当第２四半期会計期間末
(平成21年９月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成21年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,730,000 1,730,000

資本剰余金 2,365,490 2,365,442

利益剰余金 14,527,999 14,613,361

自己株式 △61,798 △60,070

株主資本合計 18,561,692 18,648,733

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 209,051 159,687

評価・換算差額等合計 209,051 159,687

純資産合計 18,770,743 18,808,420

負債純資産合計 29,876,473 32,757,866
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(2)【四半期損益計算書】
【第２四半期累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年９月30日)

売上高

完成工事高 13,991,143 15,316,315

兼業事業売上高 3,379,438 3,485,997

売上高合計 17,370,582 18,802,313

売上原価

完成工事原価 13,247,287 14,804,173

兼業事業売上原価 2,917,699 3,074,513

売上原価合計 16,164,986 17,878,686

売上総利益

完成工事総利益 743,855 512,142

兼業事業総利益 461,739 411,484

売上総利益合計 1,205,595 923,627

販売費及び一般管理費 ※１
 884,653

※１
 826,019

営業利益 320,941 97,608

営業外収益

受取利息 － 43,136

その他 － 46,472

営業外収益合計 ※２
 123,888 89,608

営業外費用 2,197 3,306

経常利益 442,633 183,910

特別利益 2,759 －

特別損失

固定資産除却損 － 7,169

特別損失合計 3,832 7,169

税引前四半期純利益 441,560 176,741

法人税等 ※３
 209,587

※３
 88,188

四半期純利益 231,972 88,552
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【第２四半期会計期間】
（単位：千円）

前第２四半期会計期間
(自 平成20年７月１日
　至 平成20年９月30日)

当第２四半期会計期間
(自 平成21年７月１日
　至 平成21年９月30日)

売上高

完成工事高 7,953,983 8,994,568

兼業事業売上高 2,189,719 2,250,125

売上高合計 10,143,702 11,244,694

売上原価

完成工事原価 7,277,887 8,422,717

兼業事業売上原価 1,881,653 1,980,733

売上原価合計 9,159,540 10,403,450

売上総利益

完成工事総利益 676,095 571,851

兼業事業総利益 308,066 269,392

売上総利益合計 984,162 841,243

販売費及び一般管理費 ※１
 415,425

※１
 411,506

営業利益 568,737 429,736

営業外収益

受取利息 － 18,012

その他 － 17,321

営業外収益合計 ※２
 56,026 35,334

営業外費用 48 146

経常利益 624,714 464,924

特別利益

貸倒引当金戻入額 － 1,729

特別利益合計 － 1,729

特別損失

固定資産除却損 － 802

特別損失合計 2,996 802

税引前四半期純利益 621,717 465,852

法人税等 ※３
 277,297

※３
 193,760

四半期純利益 344,420 272,092
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(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第２四半期累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 441,560 176,741

減価償却費 217,782 227,513

貸倒引当金の増減額（△は減少） △3,493 △172,827

退職給付引当金の増減額（△は減少） △71,093 4,186

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △48,478 17,826

受取利息及び受取配当金 △85,944 △50,073

固定資産除却損 1,985 7,169

売上債権の増減額（△は増加） 3,707,370 4,279,492

未成工事支出金の増減額（△は増加） △3,803,527 △2,099,620

たな卸資産の増減額（△は増加） △15,375 △1,770

仕入債務の増減額（△は減少） △1,033,211 △1,556,157

未払消費税等の増減額（△は減少） △374,239 △278,630

未払費用の増減額（△は減少） △319,111 △297,391

長期未払金の増減額（△は減少） △6,405 △5,275

未成工事受入金の増減額（△は減少） 671,694 58,663

破産更生債権等の増減額（△は増加） － 159,807

その他 △84,163 △26,208

小計 △804,651 443,444

利息及び配当金の受取額 73,896 61,145

補助金の受取額 87,400 －

法人税等の支払額 △405,233 △883,149

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,048,587 △378,559

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △202,504 △200,694

無形固定資産の取得による支出 △16,002 △22,061

投資有価証券の取得による支出 △99,914 △499,600

投資有価証券の償還による収入 － 100,000

その他 4,890 8,503

投資活動によるキャッシュ・フロー △313,530 △613,851

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の取得による支出 △1,182 △1,756

自己株式の売却による収入 313 77

配当金の支払額 △135,323 △173,914

財務活動によるキャッシュ・フロー △136,191 △175,593

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,498,309 △1,168,004

現金及び現金同等物の期首残高 4,773,731 4,929,940

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 3,275,421

※
 3,761,935
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【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

　
当第２四半期累計期間

(自　平成21年４月１日 　至　平成21年９月30日)

１．会計処理基準に関

する事項の変更

(1)完成工事高及び完成工事原価の計上基準の変更

請負工事に係る収益の計上基準については、従来、請負金額３億円以上かつ工期２年以

上の工事については工事進行基準を、その他の工事については工事完成基準を適用して

おりましたが、「工事契約に関する会計基準」（企業会計基準第15号　平成19年12月27

日）及び「工事契約に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第18号　平

成19年12月27日）を第１四半期会計期間より適用し、第１四半期会計期間に着手した工

事契約から、当第２四半期会計期間末までの進捗部分について成果の確実性が認められ

る工事については工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法）を、その他の工

事については工事完成基準を適用しております。

これにより、当第２四半期累計期間の売上高は1,193,466千円増加し、売上総利益、営業

利益、経常利益及び税引前四半期純利益はそれぞれ101,922千円増加しております。

　

【表示方法の変更】

　

当第２四半期累計期間
(自  平成21年４月１日  至  平成21年９月30日)

（四半期損益計算書関係）

前第２四半期累計期間において、「営業外収益」に含めて一括掲記しておりました「受取利息」は表示上の明

瞭性を高める観点から、当第２四半期累計期間より当該科目をもって区分掲記することとしております。なお、前

第２四半期累計期間に含まれている「受取利息」は78,883千円であります。

 

前第２四半期累計期間において、「特別損失」に含めて一括掲記しておりました「固定資産除却損」は表示上

の明瞭性を高める観点から、当第２四半期累計期間より当該科目をもって区分掲記することとしております。な

お、前第２四半期累計期間に含まれている「固定資産除却損」は1,985千円であります。

 
（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期累計期間において、「営業活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含めておりました

「破産更生債権等の増減額」は重要性が増したため、当第２四半期累計期間より区分掲記することとしておりま

す。なお、前第２四半期累計期間の「営業活動のキャッシュ・フロー」の「その他」に含まれている「破産更生

債権等の増減額」は886千円であります。

　

当第２四半期会計期間
(自　平成21年７月１日 　至　平成21年９月30日)

（四半期貸借対照表関係）

流動負債の「未払法人税等」は、前第２四半期会計期間まで区分掲記しておりましたが、金額的重要性が乏し

いため、当第２四半期会計期間より流動負債の「その他」に含めて表示することとしております。なお、当第２四

半期会計期間の流動負債の「その他」に含まれている「未払法人税等」は96,959千円であります。

 

（四半期損益計算書関係）

前第２四半期会計期間において、「営業外収益」に含めて一括掲記しておりました「受取利息」は表示上の明

瞭性を高める観点から、当第２四半期会計期間より当該科目をもって区分掲記することとしております。なお、前

第２四半期会計期間に含まれている「受取利息」は38,459千円であります。

 

前第２四半期会計期間において、「特別損失」に含めて一括掲記しておりました「固定資産除却損」は表示上

の明瞭性を高める観点から、当第２四半期会計期間より当該科目をもって区分掲記することとしております。 な

お、前第２四半期会計期間に含まれている「固定資産除却損」は1,150千円であります。
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【簡便な会計処理】

当第２四半期累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日)

該当事項はありません。

　

【四半期財務諸表の作成に特有の会計処理】

　

当第２四半期累計期間
(自　平成21年４月１日 　至　平成21年９月30日)

１　税金費用の計算

当事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益

に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。

　

【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

　

当第２四半期会計期間末
(平成21年９月30日)

前事業年度末
(平成21年３月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額

6,559,873千円

※１　有形固定資産の減価償却累計額

6,453,442千円

※２　損失工事が見込まれる工事契約に係る未成工事支

出金と工事損失引当金は、相殺せずに両建てで表

示しております。

　当該工事損失引当金に対応する未成工事支出金

の金額は63,180千円であります。

 

─────

　

(四半期損益計算書関係)

第２四半期累計期間

　
前第２四半期累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日)

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

従業員給料手当 382,164千円

退職給付費用 22,495千円

役員退職慰労引当金繰入額 12,860千円

貸倒引当金繰入額 11,108千円

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

従業員給料手当 347,095千円

退職給付費用 22,619千円

役員退職慰労引当金繰入額 11,585千円

貸倒引当金繰入額 8,216千円

※２　営業外収益の主なもの

有価証券利息 78,231千円
─────

※３　法人税等調整額について

　当第２四半期累計期間における税金費用について

は、四半期特有の会計処理による税効果会計を適用

しているため、法人税等調整額は、「法人税等」に含

めて表示しております。

※３　法人税等調整額について

　同左
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第２四半期会計期間

　
前第２四半期会計期間
(自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日)

当第２四半期会計期間
(自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日)

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

従業員給料手当 178,177千円

退職給付費用 11,092千円

役員退職慰労引当金繰入額 5,571千円

貸倒引当金繰入額 1,122千円

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

従業員給料手当 172,915千円

退職給付費用 10,938千円

役員退職慰労引当金繰入額 5,955千円

※２　営業外収益の主なもの

有価証券利息 38,137千円
─────

※３　法人税等調整額について

　当第２四半期会計期間における税金費用について

は、四半期特有の会計処理による税効果会計を適用

しているため、法人税等調整額は、「法人税等」に含

めて表示しております。

※３　法人税等調整額について

　同左

　

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

　
前第２四半期累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係

　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借

対照表に掲記されている現金預金勘定は同額であり

ます。

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年９月30日現在）

現金預金勘定 3,961,935千円

預入期間が３か月を超える

定期預金
△200,000千円

現金及び現金同等物 3,761,935千円

　

(株主資本等関係)

当第２四半期会計期間末（平成21年９月30日）及び当第２四半期累計期間(自　平成21年４月１日　至　

平成21年９月30日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類 当第２四半期会計期間末

普通株式(株) 19,722,027

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類 当第２四半期会計期間末

普通株式(株) 402,327

　

３　新株予約権等に関する事項

　　　該当事項はありません。
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４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年6月26日
定時株主総会

普通株式 173,914 9 平成21年３月31日 平成21年６月29日 利益剰余金

　
　(2) 基準日が当事業年度の開始の日から当第２四半期会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発

生日が当第２四半期会計期間の末日後となるもの

　　　該当事項はありません。

　

(持分法損益等)

利益基準及び利益剰余金基準等からみて重要性の乏しい関連会社であるため、記載を省略しておりま

す。

　

(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　

当第２四半期会計期間末
(平成21年９月30日)

前事業年度末
(平成21年３月31日)

　 　

１株当たり純資産額 971.59円
　

　 　

１株当たり純資産額 973.33円
　

　

２  １株当たり四半期純利益金額

第２四半期累計期間

　
前第２四半期累計期間
(自  平成20年４月１日
至  平成20年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額 12.00円
　

１株当たり四半期純利益金額 4.58円
　

(注) １　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

　

項目
前第２四半期累計期間
(自  平成20年４月１日
至  平成20年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年９月30日)

四半期純利益(千円) 231,972 88,552

普通株主に帰属しない金額(千円) ─ ─

普通株式に係る四半期純利益(千円) 231,972 88,552

普通株式の期中平均株式数(千株) 19,330 19,321
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第２四半期会計期間

　
前第２四半期会計期間
(自  平成20年７月１日
至  平成20年９月30日)

当第２四半期会計期間
(自  平成21年７月１日
至  平成21年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額 17.82円
　

１株当たり四半期純利益金額 14.08円
　

(注) １　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

　

項目
前第２四半期会計期間
(自  平成20年７月１日
至  平成20年９月30日)

当第２四半期会計期間
(自  平成21年７月１日
至  平成21年９月30日)

四半期純利益(千円) 344,420 272,092

普通株主に帰属しない金額(千円) ─ ─

普通株式に係る四半期純利益(千円) 344,420 272,092

普通株式の期中平均株式数(千株) 19,330 19,320

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成20年11月７日

北海電気工事株式会社

取締役会　御中

　

監査法人トーマツ

　

指定社員
業務執行社員

　
公認会計士　　藤　　江　　正　　祥　　㊞

　

指定社員
業務執行社員

　
公認会計士　　竹　　内　　弘　　雄　　㊞

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている北海

電気工事株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの第69期事業年度の第２四半期会計期間

(平成20年７月１日から平成20年９月30日まで)及び第２四半期累計期間(平成20年４月１日から平成20年９

月30日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・

フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人

の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、北海電気工事株式会社の平成20年９月30日現在の財政

状態、同日をもって終了する第２四半期会計期間及び第２四半期累計期間の経営成績並びに第２四半期累計

期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認

められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

　

平成21年11月６日

北海電気工事株式会社

取締役会　御中

　

有限責任監査法人トーマツ

　

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

　
公認会計士　　藤　江　正　祥　　㊞

　

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

　
公認会計士　  竹　内　弘　雄　　㊞

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている北海

電気工事株式会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの第70期事業年度の第２四半期会計期間

(平成21年７月１日から平成21年９月30日まで)及び第２四半期累計期間(平成21年４月１日から平成21年９

月30日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・

フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人

の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、北海電気工事株式会社の平成21年９月30日現在の財政

状態、同日をもって終了する第２四半期会計期間及び第２四半期累計期間の経営成績並びに第２四半期累計

期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認

められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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